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研究の背景

対政府は１９８５年以降、国土の４０％を森林地とすることを目標としている。だが今日、その目標は達成されるど

ころか逆に遠のき、森林率にして２６％弱まで落ち込んでいる。当初、森林局はユーカリなどの経済種を中心に植

林を展開していくという政策や、多額の補助金支出による森林面積の拡大を計ってきた。しかし、そうした政策は

地域住民及び NGO 等の反対、またタイ経済のバブル崩壊による財政支出削減のなか１０年も経ずして暗礁に乗

り上げた。「対立」、「財政難」という困難な状況の下で、昨今、森林局、NGO 双方から広く注目されてきているの

が「村落林の活用」である。地域住民の自発的協力のもと、タイ農村部に広範にそんざいする里山や社寺林等を

舞台に森林の保護、再生を進めていく政策である。

世論の支持、加えて比較的低予算で実現可能と言う事情もあって、現在、こうした政策は既に様々な形で展開さ

れはじめている．しかし一方で、いざ実施しはじめてみると、村人からの協力が思うように得られず、結果として失

敗に終わっている例も多く報告されている。

タイにおけるここ数年来の急激な経済発展は農村社会にまで広く浸透し、農村住民の生業のあり方を大きく変え

ていることが、今日、盛んに報告される。こうした事情は、農村部における人と森の関わりにも大きな影響を与えて

いると考えられる．「村落林」政策に関し、それが有効に実施されるためにも、まず「村人と村落林の関係性の変

容」に着目した、広範かつ精緻な「実態の把握」が早急に進められるべきであるといった意見が、大学等の識者の

中から多く挙がっている。

研究の目的

本研究の目的は「タイ農村部における村落林の利用、構造変化を村の社会文化的構造の変容から考察し、その

因果関係を明らかにしていく」ことである。主に東北タイ、北タイを舞台に１村落内に２種類以上の村落林〈村落林

地〉が存在する村落、数カ村を調査対象地とし、大きくは以下のような３つの事項を把握し、結論として４）を明らか

にする。

１） 過去、及び現在における各村落林（村落林地）の質的、量（面積）的推移の把握。

２） 利用、管理、植栽等に関する過去の履歴、現在の実態の把握。

３） 森林の在する各村落の社会的、文化的変容の把握。

４） 上記３事項の結果をもとに、その相互連関性を分析、村落における社会経済的、文化的変容が各村落林

の利用、形態、構造に及ぼす特徴について明らかにする。

＊　比較の対象はそれぞれ、各村の全村落林、各村間の同種の村落林、１村落林内の別種の村落林等である。












